


困るものは困る

例によって昼間から水浴をしていた私、

　同居の猫も暑いので、脱衣所まで来ていた。　スフィンクス座りでこっちを見ながら、たまに

浴槽に前足をかけて立ち上がる。　かわゆすな～。

　猫がご飯を食べて、猫のコーナーに上がっていった。　トイレかな？

　急いで帰ってきた猫、うん、香ばしいにおいがする、さてはまだケアしてないな＞＜

　しばらくうろついていた猫。

　ケアする様子がないので、私は水浴を中断して、猫の使い捨てシャンプータオルを取りに行

った。

　（注、水着は着用してます、念のため＞＜）

　不穏な雰囲気に警戒する猫を、とりあえず、シャンプータオルでモフりまくった。

　最後に、お尻を拭いて、ごみ箱にぽい。

　　おいおい、おしりふかれてから、自分で舐めるとは、セレブな猫ですな……。
＞＞

　異常は、夜発見された。

　水浴の水をリサイクルしおわって。

　お風呂を焚きに来た、何か香ばしいにおい。　猫は涼しくなって猫の特設コーナーに引っ込ん

でいる。

　おならじゃないとすると、こいつは現物のにおいだぞ！！

　現物があることは確か、でも、見当たらない。

　脱衣所全体がにおうわけじゃないが、通り過ぎるときにかならず、醸（ｶﾓ）してくる＞＜

＞

　数分後、しらみつぶしにすることに決定、頼りは人間の嗅覚のみ！

　何でもかんでも、手であおいでかるく、嗅いでみる。

　10分の探索ののち（隅っこばっかり見ていたので発見が遅れた）
　においの発生源が、タオル掛けにかかっている、昼間使ったバスマットであることが判明。

　いくつか染みはあるが、現物の気配はない、どういうことだ？？？

　　しばし熟考、「要するに湿ったバスマットに、ケア前のお尻を、おろしたんだろう。」

＞

　用意したもの

　１．バケツ×１（１０５円ショップで買ったやつ：みかん色）
　２．薄めて使う、殺菌できる消毒洗剤

　３．バスマットそのもの

　４．お風呂のお湯　

　＋＋＋＋

　バスマットを折りたたみ、バケツに突っ込んで、洗剤の原液をたらし、バスマットが水没する



までお湯を入れる。

　一日放置後、液が茶色くなったので、バケツごとトイレに運び、トイレに液を流す。

　また、洗剤液に浸し、

　もう一日放置、液が黄色くなったので、バケツごとトイレに運び、トイレに液を流す。

　まだまだ一日放置、液に色がつかなくなった。

　　ので、　

　ベランダで広げて乾かす。（日光消毒も兼ねて）

 
　やっと駐車場で外のもの用のブラシでこすりながら流水で洗濯。

　（※安易に洗濯機を利用してはいけません＞＜）　

＞

猫のいるお宅では、大きなカーペットがやられると大変だ。　何しろ上に置いてある家具を動か

す必要がある。

　この暑いのに重労働はキツイ。

　ブロックカーペット（ふちにジグソーのピースのようなでこぼこがあって、無限につなげら

れる）

　-- ９０×９０（ｃｍ）から180×180（ｃｍ）のタイプまでいろいろ、
　-- ホームセンターで驚くほどバリエーションがある。
　-- なんと、畳表のブロックまであるじゃないか（注意：ふちは畳の縁の形になります）
  を敷き詰めることも考えたけど、
　ブロックカーペットの弱点は、重い家具を乗せると、変形して結合部がゆがみ、その歪みが、

部屋の中央までくると、氷の海の御御渡（ｵﾐﾜﾀﾘ）みたいになって、とっても不愉快だ。

＞＞

　保育園の子供のスペースに敷き詰めてあって、お子様が「ぶちまける」と被害にあった部分を

ハメ変えて、新しいものを埋め込み、汚れたものは洗っておくという利用方法があると、聞いた

ことがある。

＞＞

　猫を屋内で飼い始めて、いろいろわかったことがあります。

　昔、近所のうちの猫さんと、お庭で遊んでいたころは知らなかったことがいっぱいわかりま

した。

　（対処はその都度、悩んで決めてるけど）

　そのおうちごとに合った対処方法が、いろいろあるんだろうなと思います。

　

　まぁ猫だしね、気にするなよ、相棒。

　（ニャー）

　うんうん

　（ウニャン？）

　あ、それ触っちゃダメー＞＜



　あ、それ触っちゃダメー＞＜

　（フグフグ）

　あぁぁぁぁぁぁ……


